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央に存在するシスチン残基の s-s結合のキラリティー変換によるのではなくて 4 箇所ある N メチ
ルペプチド結合のシスートランス変換に起因することを明らかにした。これは s-s結合の切れた試
料では平衡がまだ存在するのに対し， N メチル基のはずれた試料では s-s結合があるのに平衡が存
在しない事実から結論される。第二章では最近開発された二次元NMRの手法を用いてトリオスチン






























造を 2 次元NMR法を適用して研究した。 2 D J 法と呼ばれる方法でスピンースピン結合定数を求め，
2DNOE法で空間的に近接するプロトン同志の関係を求め，それらの結果を総合して両形それぞれの
構造モデルを提出した。さらに本論文ではトリオスチン A と核酸モデルとの相互作用が調べられてい
る。本抗生物質は 2 本鎖DNA と結合し， DNA依存 RNA合成を阻害することが知られている。有機溶
媒可壌の核酸塩基誘導体を合成し， トリオスチン A との会合の様子を調べたところプリン塩基とのみ
会合し，さらに興味あることは 2 形あるコンホーマーのうち極性溶媒に安定なコンホーマーとのみ会
合することがわかった。このことは先の構造モデルと対比して都合よく説明される。このように分子
閉会合の選択性に立体構造が鋭敏に反映されている例は珍らしい。
以上本研究は生理活性ペプチドの溶液中の構造を原子レ‘ベルで詳細に記述することに成功し，かっ
その機能との関連を説明した点で理学博士の学位論文として十分価値あると認める。
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